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茨城・高萩市と連携協定をむすぶ
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多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

菊
谷
　
武

　
本
学
で
は
十
月
十
七
日
、

茨
城
県
高
萩
市
と
「
歯
と
口

腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　
同
市
と
の
調
印
式
は
、
多

摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
院
式
の
合

間
に
、
中
原
泉
理
事
長
・
学

長
と
高
萩
市
の
草
間
吉
夫
市

長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

こ
の
た
び
の
協
定
で
は
市
民

の
健
康
増
進
に
向
け
て
、
⑴

歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に

関
す
る
情
報
の
収
集
や
広

報
、
⑵
歯
周
病
の
予
防
対
策

お
よ
び
保
健
指
導
な
ど
で
連

携
協
力
す
る
。

　
調
印
式
の
あ
と
、
中
原
理

事
長
・
学
長
は
「
日
本
歯
科

大
学
で
は
海
外
の
大
学
と
学

術
交
流
や
共
同
研
究
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
協
定
を
結
ん
で

い
る
。
国
内
の
自
治
体
と
は

初
め
て
で
、
こ
れ
を
機
に
高

萩
市
民
の
健
康
の
向
上
に
役

立
ち
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
つ
づ
い
て
草
間
市
長
は
、

「
高
萩
市
で
は
大
学
の
人

的
・
知
的
資
源
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
ま

で
地
元
の
大
学
と
相
互
協

力
の
協
定
を
結
ん
で
き
た
。

貴
学
で
六
校
目
と
な
る
が
、

高
萩
市
が
口
腔
の
健
康
づ
く

り
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
る

よ
う
、
積
極
的
に
協
力
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
で
本

日
、
開
院
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。「
一
口
で
も
い

い
か
ら
自
分
で
食
べ
た
い
」

「
ほ
か
の
子
と
同
じ
よ
う
に

上
手
に
食
べ
さ
せ
た
い
」。

本
来
食
べ
る
こ
と
は
か
け
が

え
の
な
い
楽
し
み
で
あ
る
の

に
、
一
杯
の
ス
プ
ー
ン
で
食

べ
る
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
、

命
が
け
と
い
う
状
況
の
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。

　
そ
ん
な
人
た
ち
の
た
め

に
本
学
で
は
、
平
成
十
三
年

か
ら
飯
田
橋
の
附
属
病
院
で

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
開
始
し
た
。
口

か
ら
食
べ
た
い
、
食
べ
さ
せ

た
い
と
い
う
人
た
ち
に
は
訪

問
診
療
を
行
っ
て
き
た
。
そ

し
て
今
日
、
附
属
病
院
か
ら

二
十
キ
ロ
離
れ
た
こ
の
地

に
、
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
院
す
る
は
こ
び

と
な
っ
た
。

　
本
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
口
の
機
能

の
低
下
が
見
ら
れ

る
方
に
対
し
て
、

地
域
の
医
療
、

介
護
、
福
祉
関
係

者
の
方
た
ち
と
連

携
し
た
支
援
を
行

う
。
ま
た
口
の
機
能
低
下
予

防
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し

て
、“
一
生
、
口
か
ら
食
べ
る

こ
と
”
が
で
き
る
社
会
へ
の

貢
献
を
し
て
い
く
。
十
月
初

旬
の
内
覧
会
で
は
四
百
人
を

超
え
る
方
々
が
見
学
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
期
待
の
言
葉
を

頂
戴
し
た
。
私
た
ち
ス
タ
ッ

フ
一
同
は
、
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
記

念
講
演
会
が
、
十
一
月
十
一

日
に
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　
こ
の
講
演
会
は
本
学
が
主

催
し
、
小
金
井
市
後
援
に
よ

る
も
の
で
、
午
前
十
時
の
開

演
時
に
は
す
で
に
四
百
名
近

く
の
参
加
者
が
訪
れ
、
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対

す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。

　
講
演
会
に
さ
き
だ
ち
中
原

泉
理
事
長
・
学
長
が
開
会
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

　
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

菊
谷
武
教
授
は
、﹃
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
口
か
ら
食
べ

る
﹄
と
題
し
て
、「
ス
プ
ー

ン
一
杯
で
も
食
べ
さ
せ
て
あ

げ
た
い
、
他
の
子
と
同
じ
よ

う
に
上
手
に
食
べ
て
ほ
し

い
、
私
た
ち
が
関
わ
る
介
護

や
療
育
の
現
場
で
は
、
こ
ん

な
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
る
。

　
本
来
、
食
べ
る
こ
と
は
人

に
と
っ
て
最
も
楽
し
い
こ
と

で
あ
る
は
ず
だ
。
し
か
し
残

念
な
が
ら
、
そ
の
一
口
が
命

が
け
だ
っ
た
り
、
食
べ
る
こ

と
だ
け
で
精
一
杯
だ
っ
た
り

と
い
う
場
面
も
あ
る
。
日
本

歯
科
大
学
で
は
飯
田
橋
の
附

属
病
院
に
つ
づ
く
二
つ
目
の

拠
点
と
し
て
、
小
金
井
市
に

新
し
い
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

開
設
し
た
。
食
べ
る
機
能
の

精
密
な
評
価
を
行
い
、
生
活

の
環
境
に
配
慮
し
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
や
ケ

ア
の
方
法
を
提
案
し
て
実
施

し
て
い
る
」
と
述
べ
、
外
来

診
療
や
訪
問
診
療
に
お
け
る

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
つ
づ
い
て
田
村
文
誉
准
教

授
（
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
科
長
）
は
、﹃
こ

ど
も
の
発
達
を
促
す
食
支

援
﹄
と
題
し
て
、「
私
た
ち

人
間
は
、
母
乳
や
ミ
ル
ク
を

飲
み
な
が
ら
や
が
て
離
乳
食

を
食
べ
、
そ
し
て
自
分
で
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
あ
る
程
度
の
決
ま
り
ご

と
が
あ
る
。
上
手
に
食
べ
る

た
め
に
は
食
べ
る
意
欲
が
大

切
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、

「
食
べ
る
こ
と
を
育
む
」
と

い
う
、
発
達
を
促
す
意
欲
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　
講
演
後
、
会
場
か
ら
は
質

問
が
あ
い
つ
ぎ
、
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し

た
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
開
院

に
対
し
、
地
域
の
方
々
か
ら

多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

１階ホールからくり時計　
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
一
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
、

「
か

ら

く

り

時
計
」
が
設
置

さ

れ

た
（
写

真
）。
こ
れ
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
開

院
を
記
念
し
、

日
本
歯
科
大
学

校
友
会
本
部
と

学
内
校
友
会
東

京
支
部
と
が
寄

贈
し
た
も
の
。

　
時
針
と
分
針
は
本
学
の

	s�w�p�¢	ï
¼
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多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
一
階

に
、「
食
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ョ
ッ

プ
は
つ
ら
つ
」
が
開
店
し

た
。
同
店
で
は
濃
厚
流
動
食

品
、
ト
ロ
ミ
調
整
食
品
、
や

わ
ら
か
食
品
、
水
分
補
給
食

品
と
と
も
に
、
障
害
の
あ
る

方
々
の
た
め
の
飲
食
用
カ
ッ

プ
、
ス
プ
ー
ン
な
ど
食
具
や

口
腔
ケ
ア
用
品
を
扱
う
。

　
開
店
時
間
は
日
曜
・
祝
日

を
除
く
月
～
土
曜
の
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
、
初
の
介

護
食
品
専
門
店
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

開院記念披露宴で抱負を述べる菊谷院長（10月17日）

菊谷院長と多摩クリニックのスタッフが勢ぞろい

小金井市で開催された多摩クリニック開設記念講演会
会場の市民に食育の大切さを講演する田村准教授

司会の中田彩先生（右）
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歯
学
博
士 

小
林
　
義
典

理
学
博
士 

阿
部
　
邦
昭

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

歯
学
博
士 

又
賀
　
　
泉

教
　
　
授

新
潟
短
期
大
学
学
長
に
任
命
す

る
（
新
潟
生
命
歯
学
部
口
腔
外

科
学
講
座
）

主

事

補 

谷
村
　
龍
三

病
院
事
務
部
に
配
置
換
を
命
ず

る
（
生
命
歯
学
部
用
度
営
繕
部
）

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多

摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
併
任
を

命
ず
る

 

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
　

 

本
　
学

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
文
字
盤
に

は
大
臼
歯
と
校
章
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
。
日
曜
日
を
除
く
毎

日
十
時
、
十
二
時
、
十
三

時
、
十
五
時
に
校
歌
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
流
れ
る
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６１０号2012年（平成２４年）１２月３０日

点 景生命歯学部メモリアルホール

　
十
一
月
二
日
、
米
国
ボ
ス

ト
ン
・
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

H
arvard Faculty Club

内

で
Ｃ
Ｅ
コ
ー
ス
修
了
式
が
行

わ
れ
た
。

　
本
コ
ー
ス
は
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
歯
科
医
学
部
の
協

力
に
よ
り
、
本
学
で
の
十

日
間
の
講
義
と
実
習
を
日

本
歯
科
大
学
ユ
ニ
ッ
ト
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
五
日

間
の
講
義
と
臨
床
見
学
を

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ユ
ニ
ッ
ト

と
定
め
、
そ
れ
ら
を
軸
と

し
た
、
本
学
初
の
両
大
学

合
同
開
催
のContinuing 

Education
(CE)

コ
ー
ス

だ
っ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
歯
周
治
療
を
極
め
る
・
基

本
か
ら
効
果
的
治
療
ま
で
。

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を
考
え

る
前
に
～
」
で
、
大
学
の
優

れ
た
人
材
と
最
新
の
施
設
を

最
大
限
に
活
用
す
る
た
め
企

画
さ
れ
た
。
コ
ー
ス
の
企
画
・

立
案
に
は
、
本
学
卒
業
の
ボ

ス
ト
ン
在
住
、
久
世
香
澄
先

生
が
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
。
久
世
先
生
は
ボ
ス
ト
ン

大
学
で
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
も
臨
床

教
育
に
従
事
し
、
ア
メ
リ
カ

で
歯
周
病
専
門
医
と
し
て
大

活
躍
中
の
才
媛
で
あ
る
。

　
コ
ー
ス
開
催
に
先
立
ち
、

四
月
八
日
に
基
調
講
演
会
を

開
催
し
た
。
そ
の
後
受
講
生

を
募
集
し
て
、
日
本
歯
科
大

学
ユ
ニ
ッ
ト
に
十
二
名
、
う

ち
日
本
歯
科
大
学
お
よ
び

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ユ
ニ
ッ
ト

に
十
一
名
の
応
募
が
あ
り
、

六
月
か
ら
十
月
ま
で
十
回
に

わ
た
り
、
歯
周
病
学
の
講
義

と
実
習
が
行
わ
れ
た
。

　
十
月
二
十
九
日
か
ら
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ユ
ニ
ッ
ト

が
開
始
予
定
だ
っ
た
が
、
東

海
岸
に
最
大
級
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
「Sandy

」
が
接
近
し
、

予
定
通
り
の
開
講
が
危
ぶ
ま

れ
、
午
後
は
休
講
と
な
る
波

乱
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
翌
日
か
ら
は
前
日

の
講
義
を
繰
り
下
げ
な
が
ら

順
調
に
日
程
を
消
化
し
、
最

終
日
に
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
歯
周
病
科
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ラ
イ
ブ
オ
ペ
二
症
例
の
供
覧

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
夕
刻
に
は

日
本
歯
科
大
学
提
供
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、
ボ

ス
ト
ン
市
内
のThe Edw

ard 
M

.Pickm
an Cncert H

all

で

行
わ
れ
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
本
コ
ー
ス
の
講
師
や
受
講

生
が
運
営
に
貢
献
し
、
そ
の

収
益
はBoston Children' s 

Hospital

に
寄
贈
さ
れ
た
。

　
本
学
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

と
の
つ
な
が
り
は
、
中
原
實

 

松
澤
歯
科
衛
生
士（
東
京
）

 

ベ
ス
ト
ハ
イ
ジ
ニ
ス
ト
賞

　
本
学
附
属
病
院
歯
科
衛
生

士
室
の
松
澤
澄
枝
さ
ん
は
、

九
月
開
催
の
第
五
十
五
回
秋

季
日
本
歯
周
病
学
会
総
会
・

学
術
大
会
で
、
ベ
ス
ト
ハ
イ

ジ
ニ
ス
ト
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
歯
科
衛
生
士
向
け

奨
励
賞
で
、
松
澤
さ
ん
は
、

今
春
の
同
学
会
学
術
大
会
で

の
ポ
ス
タ
ー
発
表
「
長
期
支

援
し
た
自
閉
症
を
伴
う
侵
襲

性
歯
周
炎
患
者
の
１
症
例
」

で
受
賞
し
た
。

小
林
隆
太
郎
教
授（
東
京)

  

厚
労
相
か
ら
表
彰
う
く

　
附
属
病
院
（
東
京
）
口
腔

外
科
の
小
林
隆
太
郎
教
授

は
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
支

払
基
金
の
審
査
の
向
上
に
寄

与
し
た
功
績
に
よ
り
、
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
た
。

表
彰
式
は
十
月
二
十
六
日
に

厚
労
省
で
行
わ
れ
、
小
林
教

授
は
、
医
科
六
十
五
名
、
歯

科
九
名
の
関
係
功
績
者
の
一
人

と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

名
誉
学
長
が
同
大
学
歯
学
部

を
卒
業
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
約
百
年
の
時
を
経
て
再

び
、
今
回
の
よ
う
な
形
で
関

係
が
得
ら
れ
た
こ
と
は
感
慨

深
い
。
歯
周
病
学
に
留
ま
ら

ず
、
他
分
野
で
も
同
様
な
Ｃ

Ｅ
コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

◇日本歯科大学・ハーバード大学卒後研修コース◇
�

合同ＣＥコース　歯周治療を極める
沼部幸博（生命歯学部歯周病学講座）

竹
澤
大
学
院
生
（
新
潟
）

未
知
の
筋
組
織
を
発
見

　
大
学
院
新
潟
生
命
歯
学
研

究
科
硬
組
織
粘
膜
比
較
形
態

学
の
竹
澤
康
二
郎
院
生
は
、

側
頭
下
窩
に
今
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
筋
組
織
が
あ

る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　
側
頭
下
窩
は
頭
蓋
骨
と
咽

頭
の
外
壁
を
つ
な
ぐ
部
分
。

竹
澤
院
生
は
研
究
の
た
め
に

解
剖
を
行
っ
た
二
年
前
に
、

食
物
の
嚥
下
機
能
に
関
わ
る

口
蓋
帆
張
筋
と
咀
嚼
時
に
働

く
側
翼
突
筋
と
の
間
に
長
さ

二
十
～
三
十
ミ
リ
、
厚
さ
一

～
三
ミ
リ
の
筋
組
織
が
あ
る

こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
の
後

五
十
七
例
の
解
剖
体
か
ら
、

同
組
織
は
頭
蓋
下
部
を
起
始

と
し
、
上
咽
頭
収
縮
筋
の
外

側
面
な
ど
に
つ
づ
く
未
知
の

筋
組
織
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

　
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

日
本
人
類
学
会
で
こ
の
新

知
見
が
発
表
さ
れ
、
日
本

解
剖
学
会
の
英
文
誌
に
は

“N
ew

ly identified thin 
m

em
branous tissue in 

the deep infratem
poral 

region

”
と
題
す
る
原
著
論

文
が
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た

十
一
月
下
旬
発
行
の
新
潟
日

報
「
医
療
新
世
紀
」
欄
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

本学主催チャリティー
コンサートのプログラム

第44回歯学体(日本歯科学生総合体育大会)は，鹿児島大学歯学部の主管により開

催され，今夏の総合成績は29校中，生命歯学部５位，新潟生命歯学部22位だった

　
生
命
歯
学
部
歯
科
麻
酔
学

講
座
の
田
中
秀
明
臨
床
研
究

生
は
、
十
月
十
三
日
、
午
前

九
時
半
ス
タ
ー
ト
の
２
０
１
２

荒
川
三
十
キ
ロ
秋
大
会
に
参

加
し
た
。
ゴ
ー
ル
手
前
二
百

メ
ー
ト
ル
付
近
で
コ
ー
ス
左

脇
に
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見

し
た
。
ま
わ
り
に
は
観
衆
ら

し
き
人
が
囲
ん
で
い
る
。

　
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
た
が
、

心
肺
停
止
状
態
で
脈
は
触
れ

	 田中秀明臨研生（東京・麻酔）

荒川マラソンで人命救助

日本歯科大学コース修了式（10月７日）

Harvard Faculty Clubでの修了式（11月２日）
前列中央は修了証を手にする筆者，向かって右隣
は久世先生，左隣はコース責任者のDr.Kim

側
頭
下
窩

ず
、
ハ
ン
ズ
オ
ン
リ
ー
Ｃ
Ｐ

Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）
を
始
め
る
。

　
そ
し
て
連
絡
を
受
け
た
大

会
運
営
本
部
の
医
師
が
持
参

し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
セ
ッ
ト
し
、

Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
再
開
し
た
と
こ
ろ

脈
と
呼
吸
が
戻
っ
た
。
意
識

は
回
復
し
な
か
っ
た
が
、
救

急
車
が
到
着
し
て
病
院
に
搬

送
し
た
。
後
日
、
運
営
本
部

と
地
元
消
防
署
か
ら
無
事
に

回
復
に
向
か
い
退
院
し
た
、

と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

　
田
中
研
究
生
が
救
護
処
置

行
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、

十
一
月
十
二
日
に
来
校
し
た

葛
飾
区
消
防
署
員
が
、
東
京

消
防
庁
消
防
総
監
か
ら
の
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
。�（
写
真
）

瀧
澤
元

事
務
部
長
逝
去

　
本
学
歯
学
部
（
東
京
）
の

事
務
部
長
を
務
め
た
瀧
澤
新

治
氏
が
十
月
五
日
逝
去
さ
れ

た
。
享
年
八
十
歳
。
瀧
澤
氏

は
昭
和
三
十
八
年
に
学
生
部

職
員
と
し
て
本
学
に
奉
職

し
、
庶
務
部
長
、
事
務
部
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。


